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本日お話すること
　１　パワハラ問題の紙芝居

　２　経営にまつわる人事リスクの予防のポイント
　３　厚生労働省に寄せられる相談
　４　パワハラ問題
　５　不当解雇問題
　６　残業代問題
　７　労災問題
８　試用期間中の本採用拒否
９　その他のよくある人事トラブル
１０　成功事例モデル
１１　補助金獲得
１２　さいごに
　１　パワハラ問題の紙芝居
　　　　モデル事例：さいたま地裁平成１６年９月２４日判決
加害者の先輩看護師は（　　　　）万円の損害賠償
勤務先の病院は（　　　）万円の損害賠償
　２　経営にまつわる人事リスクの予防のポイント

　　　　人事に関してどのような法的リスクがあるかを知ること
　　　　　
　　　　知りさえすれば予防できることが多い
　　　　　正しい法的知識を持ってさえいれば，防げることが多い

　　　法律の世界では，
法律を知らなかった人がひどい目に遭い，
法律を知っている人だけが得をする

　　　法諺　：　「法の不知は害される」

　　　人事・労務の分野では，特にこの傾向が強い
　３　厚生労働省に寄せられる相談
　　　年間（　　　）万件の相談が寄せられる
　　　相談数の多いテーマ

　　　　１位　→　（　　　　　　）
　　　　２位　→　（　　　　　　）
　　　　３位　→　（　　　　　　）
　４　パワハラ問題
　　　●パワハラを放置するリスク

	①従業員の（　　　　　　）が落ちる
（「人」という経営資源の毀損）
②（　　）してしまう可能性がある
（社会保険料は払わなければならない）
③（　　）になってしまう可能性がある
④会社が（　　　　　　　）する義務を怠ったという理由で、
会社が損害賠償を支払わなければならなくなる可能性がある
⑤パワハラの事実が外部に漏れると会社の評判が下がる可能性がある


　　　●考え方・方針→
　　　●対策
　　　　　①（　　　　　　　　　　）を整備する
　　　　　②パワハラは就業規則上，（　　　　　　）の対象となることを明記する。

　　　　　③（　　　　　　　　）を設置する
　　　　　④（　　　　　　　　）を決めておく
　　　　　⑤（　　　　　　　　）を実施して上記①から③を周知しておく

　　　　　⑥発生してしまったパワハラには適切に対処し，再発防止策を講じる　
　５　不当解雇問題
　　　●典型例→紙芝居
　　　●不当解雇問題のリスクが大きい理由
　　　●解雇予告手当金の誤解

　　　　　３０日分の給料を払えば解雇できる？？？⇒（　　　　）
　　
●不当解雇問題の対策
①解雇は（　　　）がとても高いことを知る
　　　　　②解雇に値する（　　　　）を集める。証言だけでは弱い。
　　　　　③必要な（　　　）を踏む　　
　６　残業代問題
　　　●典型例　→　紙芝居
　　
　　　●リスク　
①金額が高額になる可能性
　　　　　②利息が（　　　）％もしくは（　　　）％
　　　　　③残業代金額と同額の付加金というペナルティの支払いの可能性
　　　●対策
　　①（　　　　　　　）を把握
　　　　　②（　　　　　　　）が適用できないか調べる
　　　　　③（　　　　　　　　　　　　　　　　）を試してみる
　　　●働き方改革　⇒　①長時間労働の削減　②生産性向上
　　　　①長時間労働の削減に取り組まないと，残業代問題のほか，
従業員の健康問題や労災の問題もある。
　　　　②生産性向上→別紙「生産性向上アイデア集」参照
　７　労災問題
　　・真面目で頑張り屋の社員さんほど体を酷使してしまう危険。
　　　　大切な社員さんの不健康は社員さんにとっても会社にとっても不幸
　　・経営者と社員さんの関係性が良くても，（　　　　　　　　）から，
裁判になってしまうケースもある
（１）労災保険→（　　　）の管轄　　　損害賠償→（　　　）の管轄

（２）労災保険でカバーされる部分は，一部分にすぎない
　　　　休業補償→（　　）割しか，カバーされない。
　　　　後遺障害→（　　　）しか，カバーされない。
　　　　慰謝料→　（　　　　　　　　　　　　　　）。
　　　　残りの部分は，会社が直接，社員さんに賠償する
　　　　　ただし，（　　　　　）の可能性はある
　（３）労災かくしは犯罪になってしまう。
労基署の調査が入るため，労基署が証拠を確保する。
　　　　被災社員の弁護士は，保有個人情報開示請求をつかって，
その証拠を確保し，裁判所に提出する。
　　　　その結果→労災が認定されると，（　　　　　　　　　　　　）
　８　試用期間中の本採用拒否問題

　　　●典型例　→　紙芝居
　　
　　　●リスク　→　不当解雇と類似のリスク　
　
　　　●対策
　①採用通知に，（　　　　　　）を記載しておく。
②本採用拒否事由は，採用時に（　　　　　　　　　　　　）にしない。
③本採用拒否は（　　　　　）ので，慎重に。
　
　９　その他のよくある人事トラブル

	①就業規則で残業代はつかないと明記しておけばよい？
→残業代は法律で強制されるため，
就業規則で明記しても払わないわけにはいきません。
②部長には残業代は払わなくてよい？
→部長などの役職名で決まるのではなく、「管理監督者」という法律が認めた一定の立場の者であるという条件が必要で、なかなか認められません。また、深夜時間の割増賃金は、管理監督者でも払わなければなりません。
③残業代を固定額で支払ってよい？
→ケースによっては無効になる可能性があります
（実際、裁判で無効とされているケースは多いです。）。
④従業員が勝手にサービス残業をしているので、残業代はつかない？
→会社も黙認していた等の理由で、
残業代を払わなければならない可能性があります。
⑤年俸制なので残業代は払わなくてよい？
→年俸制というのは給与を年間の金額で定めているに過ぎませんので、
残業代はつかないという約束をしても無効です。
⑥試用期間中の本採用拒否は簡単にできる？
→実際にはハードルが高いです。
⑦アルバイトには有給はない？
→アルバイトでも有給はあります。
⑧解雇予告手当金（平均賃金３０日分）を支払えば解雇できる？
→できません。別途、解雇をするしっかりとした理由がなければなりません。
　不当解雇をしてしまった場合の会社のリスクは甚大です。
⑨従業員が過労で倒れた場合，どのようなリスクがある？
→ケースにもよりますが，事業主は，従業員の安全に配慮する義務がありますので，この義務に違反したという理由で，損害賠償を請求されるリスクがあります。
　さらに，これが労災になる可能性や，別途，未払いの残業代があれば，それも，請求されるリスクがあります。




１０　成功事例モデル
１１　補助金獲得　　　
⑴　前提知識
　　①融資と異なり返済不要のものが多い。ただし，後述の留意点あり
②申請できる条件の補助金であっても，もらえるとは限らないものが多い。
　　③審査が行われ，応募者の応募書類に点数付けをして，
上位の応募者から順番に補助金を交付することが多い。　
④募集期間が数週間から１，２か月しかないものが多く，準備期間が短い。
⑤計画が採択（審査に合格ということ）されてから，
実際に経費の支払いをしたものについて，
一定期間が経過してから，補助金が支給される
　⑵　補助金獲得のポイント
　　①ライバルに勝つために（　　　　　）する。募集開始前に準備を開始する。
　　②日ごろから補助金情報を収集する
　　　Ｊ－ｎｅｔ２１・中小企業庁ＨＰ・市区町村のＨＰ・経済産業省ＨＰ
　　③評価点数の高い順からもらえる制度が多い⇒高得点を狙う
　　　⇒募集期間が短い，準備時間が長い方が有利
④書類で勝負。商品・製品の現物を見てもらえない。　
⑤あらかじめ（　　　　　）を作りこんでおく。毎年補助金をもらうつもりで。
　今すぐ取り組める，融資獲得にも有利，経営にも好影響。
⑥（　　　　　）を予測，まんべんなく触れる
　公募要領・募集要項からを予測する
　募集開始前に準備を開始する
加点事由を把握する　　　例：経営力向上計画
⑦採点者の立場になってみる

　・グラフ・図・イメージ図・写真の活用
　・わかりやすい文章で書く。
　・適切なデータを引用する
　・適切な配置・分量
　・採点者の情報を収集する
⑧新規性・革新性・実現可能性・社会貢献性のある計画は評価が高い
　⑶　留意点
　　　●応募条件が複雑なものが多い⇒わからないことは電話等で確認
　　　●申請時に，かなりの時間と労力がかかる可能性
　　　●採択後も，報告のための提出書類が多い
　　　●ルール違反部分は補助金が支給されない
●５年間の報告義務
　　　●無理な計画を立てがち⇒経営上のロス
●不正受給は絶対にダメ⇒自らの首をしめる
さいごに
　①　法律を知らないと大変な目に遭う
　　　　⇒（　　　　　　）を正確に把握
　　　　　弁護士より（　　　）が大事
　②　法律を知っている人が得をする
　　　　⇒（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　③　（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　⇒さらに良い情報に巡りあえる
	所属
　東京弁護士会：労働法制特別委員会
　東京都中小企業診断士協会：労務管理研究会・人財開発研究会
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青葉法律事務所
　弁護士　中小企業診断士　　　　藤　　堂　　武　　久
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